

















































































































































































































































































































児２月：χ２（１，N=32）＝ 5.40，p ＜ .05、５歳児２月：χ２（１，N=32）＝ 6.40，p ＜ .05）。
４歳児の６月と５歳児の６月は有意差は見られない。
　自発的に譲った場合　自発的に譲った他児の感情を５歳児がどう推測するかを多数決で意見
が通らなかった他児の場合と比較する。「楽しい」の回答を３点、「少し楽しい」を２点、「楽
しくない」と「無答」を１点として32名分を平均した結果をTable	2に示した。話し合い場
面を見ると、多数決の場合は６月、２月とも１点台の半ばであるのに対し、自発的に譲る場合
は２点台の半ばである。おやつ作り場面についても自発的に譲る方が楽しさの度合いが高いが、
２月は多数決も2点台であり、差が小さい。
Table 2　決定方法による楽しさの違い
多数決 自発的に譲る	
話し合い場面
6月 1.56 2.50
2月 1.63 2.47
おやつ作り場面
6月 1.88 2.66
2月 2.31 2.72
注．	数字は、「楽しい」を3点、「少し楽しい」を2点、「楽しくない」
と「無答」を1点としたときの平均である。
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考察
話し合いのルール
　「４歳児クラスから５歳児クラスにかけて、協同活動のためにみんなで決めるというルール
の習得が進む」という予測１は確かめられたと言える。ここで注目されるのは、４歳児クラス
の終わりには「みんな」を選択する幼児が９割を超えていることである。岩田（2011）は、
〈われわれ〉という共同性の意識に基づく協同活動が本格化するのは年長児に入ってからでは
ないかと述べているが、本研究の結果は、協同活動のための話し合いを重ねていった場合、「協
同活動のためにみんなで決める」というルールが４歳児クラスの内に習得されることを示唆し
ている。
　「４歳児クラスに比べ５歳児クラスでは、友だちの話を聞くというルールおよび発言したい
ときには挙手をするというルールの習得が進む」という予測２は、友だちの話を聞くというルー
ルについてのみ確かめられたと言える。発言したいとき、「『はい』と手をあげる」を選択する
割合は、疑似縦断的に見ると、４歳児期から５歳児期にかけてなだらかに増加し、５歳児期の
終わりには９割近くに達している。
　これらの結果は、集団的な話し合い場面でのやりとりのルールが、４歳児、５歳児クラスの
２年間をかけて習得されていくことを示唆している。発話者の話を聞くというルールについて
は、発話者が保育者の場合と他児の場合とで獲得の時期に違いがあり、保育者の話を聞くとい
うルールは４歳児クラスの早い時期から習得されているが、他児の話を聞くというルールの習
得は５歳児クラスになって進むと考えられる。また、挙手をして発話権を得るというルールの
認識は４歳児、５歳児クラスの間に徐々に発達し、	５歳児クラスの終わりごろまでに習得され
ると推測される。
　挙手をし、指名を受けて発言することは３歳児クラスから可能である（杉山，2011b）。だ
からと言って、発話権を得て発言することやその手続きとしての挙手をルールとして認識して
いるとは限らない。幼児は話し合いの経験を重ねることで、４歳児、５歳児クラスの２年の間
に、保育者の話を聞き、保育者の指名によって発言しながら話し合いに参加している段階から、
発話権をもつ他児の話を聞き、発話権を得て話すことをルールとして認識する段階へと発達す
ると考えられる。
他者感情の認識
　「４歳児クラスから５歳児クラスにかけての幼児は、多数決で意見が通らないことは楽しい
ことではないが、協同活動になれば楽しくなると他児の感情を推測するようになる」という予
測３の示す変化の方向は、それぞれの年齢内ではあてはまるが、年齢間ではあてはまらない。
４歳児、５歳児を通しての変化は直線的ではないことを示唆している。
　４歳児について見ると、話し合いの経験を重ねる中で、多数決で意見が通らないことは楽し
いことではないと他児の感情を推測するようになることが示唆された。また、話し合い場面に
比べておやつ作り場面については「楽しい」の選択率が有意に高い２月の結果は、この時期か
ら話し合い場面と協同活動場面での感情を分化してとらえていることを示唆している。４歳後
半に芽生える自制心（田中・田中，1986）の発達により、話し合い場面での気持ちを切り替え
て協同活動に向かえるようになることが、他者感情の推測にも反映していることが考えられる。
　これが、単に「おやつ作りは楽しい」という反応の現れではないことは、「おやつ作りは楽
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しいか」という問いへの回答（約９割が「楽しい」を選択）とは傾向が異なることから明らか
である。４歳児においても、他児が別の要求をもっていたことを考慮して回答していると考え
られる。
　疑似縦断的視点で見たとき、５歳児の６月は、多数決で意見が通らなかった他児のおやつ作
り場面での感情について、「楽しい」の選択率が他時期に比べて低く、「楽しくない」の選択率
が高い。この結果についての一つの見方として、他のメニューがよいと言っていた他児の要求
への考慮が４歳児よりも強く働いていることが考えられる。５歳児の２月にかけての変化
（「楽しくない」が減少する）は、否定的な感情が推測される他児の状況を明確にとらえたうえ
で、その切り替えを推測するという他者感情の認識の深まりを意味しているのではなかろう
か。もちろん、その間、意見が通らなかった幼児も含めて楽しいおやつ作りの経験を重ねてき
たことも関係しているであろう。他者感情の認識には、話し合いや協同活動の経験と他者感情
の推測能力の発達とがからみあいながら影響していると考えられる。
　「５歳児クラスの幼児は、多数決で意見が通らなかった他児よりも、自発的に譲った他児に
ついて肯定的な感情を推測するようになる」という予測４は、年齢内の変化としては確かめら
れなかった。結果は、５歳児が早い時期から、自発的に譲った他児の感情と多数決で意見が通
らなかった他児の感情とを明確に区別し、同じように自分の意見が通らない事態でも、多数決
の結果を受け入れることは楽しいことではないが、自発的に譲ることは楽しいと認識する傾向
があることを示している。しかし、多数決で意見が通らなかった場合でも、協同活動の場面で
はより肯定的な感情へと切り替わることを推測するようになることが示唆された。話し合いで
の多数決や譲り合いによる合意形成と協同活動の積み重ねが、状況に応じた他児の感情の推測
につながっているのではなかろうか。こうした他者感情の認識の発達により、５歳児クラスで
は、自他の意見を調整しながらの合意形成が可能になると考えられる。
話し合いの経験を重ねる意味
　本研究では、意図的計画的な保育実践によって、協同活動とそのための話し合いを繰りかえ
し経験した４歳児、５歳児の認識の変化を検討した。その結果、４歳児では、「協同活動のた
めにみんなで決める」というルールを習得するようになること、友だちの話を聞くというルー
ルの習得は４歳児では容易に進まないが５歳児になると進むこと、発言したいときには挙手を
するというルールは４歳児、５歳児の２年間を通して習得されることが示唆された。また、４
歳児は、多数決で意見が通らないことは楽しいことではないが、協同活動になれば楽しくなる
と推測するようになることが示唆された。しかし、その変化はそのまま５歳児に引きつがれる
のではなく、５歳児では意見が通らなかった他児は協同活動場面でも楽しくないだろうという
推測を経て、協同活動になれば楽しくなると推測するようになることが示唆された。自発的に
譲ることについては、５歳児の初めから肯定的な感情を推測している。状況に応じた他者感情
の推測能力が発揮されるのは、さまざまな状況を経験しているからであり、４歳児での話し合
いの経験内容が背景にあると考えられる。
　このように、話し合いの経験が認識の変化にもたらす効果は、年齢によっても異なり、４歳
児では見られない変化が５歳児になって現れたり、直線的な変化ばかりではなかったりする。
しかし、これまで見てきたように、幼児は、協同活動とそのための話し合いを積み重ねていく
保育実践の中で、様々な立場や感情を経験することで、話し合いのルールを習得し、他者感情
を考慮したやりとりによる合意形成が可能になると考えられる。
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